
　

皆
さ
ん
は
「
力
石
」
と
い
う
も
の
を
ご
存
知

だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
、

神
社
の
祭
り
な
ど
で
娯
楽
と
鍛
錬
を
兼
ね
て
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
「
力
試
し
」
の
際
に
用
い

ら
れ
た
、
大
き
な
石
（
多
く
は
70
～
１
１
５
キ

ロ
）
の
こ
と
を
い
う
。
現
在
で
も
各
地
に
保
存

さ
れ
、例
え
ば
東
京
で
は
富
岡
（
深
川
）
八
幡
宮

の
境
内
に
力
石
の
記
念
碑
が
あ
り
、
力
石
を
用

い
る
力
試
し
は
民
族
芸
能
と
し
て
、
１
９
５
６

年
に
東
京
都
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
２
０
１
５
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え

た
本
学
園
は
、
50
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
２

０
１
７
年
４
月
開
設
を
目
途
に
、
流
通
経
済
大

学
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
館
を
建
築
し
て
い

る
。
新
館
の
建
築
に
当
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｔ
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
最
新
の
教
育
機
材
を
取
り
入
れ
、

学
生
の
学
習
、
教
育
環
境
の
一
層
の
向
上
を
図

る
た
め
、
大
学
の
未
来
を
見
据
え
関
係
者
が
心

血
を
注
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
建
物
を
造
る
に
当
た
っ
て

学
園
の
過
去・

現
在・

未
来
を
つ
な
ぐ
シ
ン
ボ

ル
を
、
ぜ
ひ
作
り
た
い
と
思
案
を
巡
ら
せ
て
い

た
と
こ
ろ
、
十
数
年
前
に
故
平
原
直
氏
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
「
力
石
」
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

平
原
氏
は
、
人
間
の
生
活
全
般
に
不
可
欠
な
「
運

搬
」
と
い
う
作
業
の
重
要
性
、
ま
た
そ
れ
を
行

う
人
々
の
社
会
的
地
位
の
向
上
、
運
搬
作
業
の

過
酷
さ
か
ら
の
解
放
に
よ
る
労
働
災
害
（
特
に

作
業
員
の
腰
痛
）
の
減
少
な
ど
を
願
っ
て
、
昭

和
初
年
か
ら
地
道
な
研
究
を
ス
タ
ー
ト
、
１
９

４
８
年
に
は
自
ら
「
荷
役
研
究
所
」
を
創
設
し

て
物
流
の
科
学
的
研
究
に
着
手
し
た
斯し

界か
い

の
パ

イ
オ
ニ
ア
の
一
人
で
あ
る
。

　

本
学
園
に
寄
贈
さ
れ
た
「
力
石
」
は
３
個
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
に
は
重
量
、
名
前
な
ど
が

刻
字
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、『
再
会　

試
力

石　

秋
葉
原
』
と
刻
さ
れ
た
石
が
あ
り
、
筆
者

は
『
再
会
』
の
刻
字
に
大
い
に
興
味
を
引
か
れ
、

そ
の
石
の
由
来
を
調
べ
て
み
た
。

　

平
原
氏
の
著
書
『
物
流
の
歴
史
に
学
ぶ
人
間

の
知
恵
』
に
よ
れ
ば
、『
再
会
』
と
刻
字
さ
れ
た

石
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
日
本
通
運
株
式

ず
いそう「力石」への思い
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会
社
秋
葉
原
支
店
に
あ
っ
た
も
の
で
、
同
社
が

作
業
員
を
雇
う
際
に
持
ち
上
げ
さ
せ
て
採
用・

不
採
用
、
賃
金
の
額
な
ど
を
決
め
る
の
に
使
わ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
戦
時
中
の
空
襲

等
に
よ
り
紛
失
し
、
関
係
者
の
懸
命
の
捜
索
に

も
か
か
わ
ら
ず
行
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、
戦
後
の
国
鉄
秋
葉
原
駅
改
修
工
事
の
際
に

偶
然
掘
り
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ

れ
を
大
い
に
喜
ん
だ
関
係
者
が
当
時
の
秋
葉
原

駅
長
に
『
再
会
』
の
揮き

毫ご
う

を
依
頼
し
、
石
に
刻

字
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。「
力

石
」
は
祭
礼
や
娯
楽
だ
け
で
は
な
く
、
実
業
で

も
愛
着
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

本
学
園
は
１
９
６
５
年
に
日
本
通
運
株
式
会

社
の
出

し
ゅ
つ

捐え
ん

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
が
、
当
時
の
学

則
に
は
「
経
済
学
一
般
就
中
流
通
経
済
」
の
教

育
、
研
究
が
学
園
設
立
の
目
的
と
さ
れ
て
い
た
。

当
時
は
わ
が
国
経
済
の
高
度
成
長
期
に
当
た
り
、

今
後
急
速
に
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
流
通
（
物
流
）

分
野
の
科
学
的
研
究
と
最
先
端
の
学
問
、
技
術

を
修
得
し
た
人
材
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

爾
来
50
年
、
現
在
で
は
中
規
模
総
合
大
学
に

発
展
し
た
が
、
そ
の
原
点
は
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
人
々
の
生
活
を
豊
か
で
健
康
的
な
も
の

に
す
る
た
め
に
研
究
、
教
育
の
面
か
ら
貢
献
す

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

近
年
、
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
の
拡
大
に
よ
る
個

人
の
物
流
ニ
ー
ズ
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
産

業
、
社
会
に
あ
っ
て
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
重

要
性
が
増
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、
物
流
産
業

の
分
野
で
は
他
分
野
以
上
に
労
働
力
不
足
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

本
学
が
有
す
る
３
個
の
力
石
に
は
、
科
学
の
力

に
よ
っ
て
物
流
を
め
ぐ
る
労
働
環
境
を
改
善
し
、

人
々
の
よ
り
良
い
生
活
環
境
実
現
へ
の
貢
献
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
新
館
に
展
示
さ
れ

る
３
つ
の
「
力
石
」
は
、
本
学
園
創
設
の
原
点

を
常
に
想
起
さ
せ
、
地
道
な
不
断
の
努
力
の
重

要
性
を
継
承
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
る
も
の

と
信
じ
て
い
る
。

野尻 俊明●日通学園理事長
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